
（様式３）
パブリックコメント案件概要

案件名：令和6年度主要事業（令和6年度に向けて新たに取り組む事業など）

１．施策の概要
・総合計画に掲げる「ありたいまち」の実現に向け、「前期まちづくり基本計画」における主要取組項目を推進す
るとともに、歳入に見合った歳出規模を実現し、安定した財政基盤を確立するため、選択と集中を図る予算編成
を行う。
・こうした令和6年度に実施する主要事業（令和6年度に向けて新たに取り組む事業など）について、現在の調整
状況を示す。

２．施策策定（見直し）に至った背景・問題点など
・令和4年度においては引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が色濃く残る中、それまでのコロナ対策に加
えて、世界的な物価高騰の影響も踏まえ、様々な支援を可能な限り速やかに実施してきた。その後、新型コロ
ナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが見直され、各種の社会経済活動は、次第にコロナ禍前の水準を
取り戻しつつあり、今後も引き続き、物価や経済の動向を踏まえ、機動的に対応していくことが必要である。
・令和4年のファミリー世帯の転出超過数は前年より改善したことに加え、居住意向の面では「本市に住み続け
たい」と回答した市民の割合は2年連続で上昇し、また、『「尼崎市に住んでよかった」と感じている市民の割合』
についても、92.7％と非常に高く、市民満足度は高い割合で推移している。一方、「本市に住み続けたくない」と
回答した方の理由として、「子育て支援」「住宅事情」「ルール・マナー」が多く、それらに対する取組を進めていく
必要がある。

３．目指す姿・対応策など
・尼崎市がこの20年進めてきた行財政改革の取組は着実に実を結び、将来負担の縮減が図られるとともに市
税収入は増加傾向にある。また、鉄道駅を中心とした官民一体のまちづくりが進んだことなどによる、まちのイ
メージの向上も図られつつある。
・今後は、こうした流れをより強固なものとし、これまでの改革の成果を成長軌道に乗せていくため、ファミリー世
帯の定住・転入促進、地域経済の活性化等に資する取組をさらに加速させ、次のステージへ向けた持続可能な
まちづくりを進めていく。とりわけ、次世代を担うこどもの育ちを支える政策は最も大切な「未来への投資」である
という認識のもと、子育て支援の充実に向けた取組を積極的に強化していく。
・こうした基本的な考え方を踏まえ、令和6年度に向けては今年度からスタートした『第6次尼崎市総合計画』にも
とづく施策評価を実施し、各施策別の成果や課題、今後の取組方針を確認した上で、その結果を次年度重点的
に取り組む項目として位置づけ、これらの項目に対する重点配分を行うとともに、財政運営方針にもとづく歳入
に見合った歳出規模を実現し、安定した財政基盤を確立するための、選択と集中を図った編成を行う。
　＜令和6年度に向けて特に重点的に取り組む項目＞
　　Ａ　子育てに係る支援と環境の充実
　　Ｂ　まちの魅力向上に向けたエリアブランディングやマナー向上の推進
　　Ｃ　地域経済の活性化と雇用促進・人材育成
　　Ｄ　市民サービス向上のためのＤＸの推進

４．施策の対象範囲・期間など
対象：市民等
期間：令和6年度から

５．市民意向調査の概要
令和5年9月1日から10月31日までの間、市ホームページ上及び各地域振興センター等で、令和6年度主要事業
の策定に向けた指針となる「予算編成方針」、また、その基礎となる「施策評価結果」を公表し、意見を募集した
ところ、市民から2件の意見があった。

６．施策の検討経過
　(1) 素案検討過程での主な論点
各局から要求のあった令和6年度に新たに取り組む事業などについて、第6次総合計画の「前期まちづくり基本
計画」で示す「主要取組項目」や「施策評価」の結果を踏まえた調整を行う。

　(2) 策定過程で比較検討した複数案の主な項目と反映理由
各事業の立案において、複数案の視点を含めて検討した上での調整状況を示すもの。

７．今後のスケジュール
・令和5年12月22日（金）から令和6年1月12日（金）　パブリックコメント募集（今回）
・令和6年1月　パブリックコメントで寄せられた意見を考慮し、令和6年度主要事業（案）の策定
・令和6年2月　パブリックコメント募集結果及び令和6年度主要事業（案）の公表

８．添付資料
令和6年度主要事業の調整状況について

９．お問い合わせ先
総合政策局政策部政策推進課
　〒660-8501　兵庫県尼崎市東七松町1丁目23番1号　本庁北館4階
電話番号06-6489-6124、ファックス　06-6489-6793
メールアドレス　ama-gyosui@city.amagasaki.hyogo.jp
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